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【基幹事業との関連性】

【施設整備概要】

①墓地：502基

②付帯施設：管理棟、無縁合葬墓、トイレ（２ヶ所）、四阿（２ヶ所）、倉庫

③駐車場：126台

【事業年度】　　平成25年度～平成30年度

【今回申請事業費】　　　298,000千円

【今年度事業内容】

園路広場整備、植栽、管理棟建築等工事

【全体事業費】　　平成２５年度　　812,848千円（設計費及び用地費）

 平成２８年度　　202,020千円（工事費）

 平成３０年度　　298,000千円（工事費）

この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、

全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

（平成30年度工事費598,000千円－平成25年度設計費及び用地費の執行残300,000千円）

全体事業費 1,312,868千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（34）被災者のための集団墓地・霊園整備事業

細要素事業名 　被災者等のための市民墓地公園整備事業

　東日本大震災により、本市では市民954名が犠牲となった。このため寺院墓地以外
を選択する遺族のために市民墓地を整備する必要が生じている。
　本事業は、平成25年度より設計業務、用地取得を開始し、平成29年度より造成工事
に着手しており、今回、平成30年度分の事業費を申請するもの（平成30年度事業完了
予定）。

　D-17-1　閖上地区被災市街地復興土地区画整理事業

　当該墓地に埋葬される犠牲者の遺族は、区画整理事業によって整備される閖上地区
に多く居住している。
　被災者のための集団墓地を閖上地区の近隣地に整備することは、地区内住民の利便
性向上に資する取り組みであることから、基幹事業との関連が認められる。


